
Crunch time 7－決断の時7
デジタル世界のレポーティング
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「これまでと同じことを繰り返している限り、

これまで以上の成果は得られない」

－ヘンリー・フォード
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本レポートはDeloitte USが発表した内容をもとに、デロイト トーマツ コンサルティング合同会社が翻訳・加筆したものです。

和訳版と原文(英語)に差異が発生した場合には、原文を優先します。
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CFOのあなたは、今後のレポーティングの進化に

関する報告書を15分かけて読むくらいなら、もっ

と他にやるべきことがある、とお思いでしょう。何し

ろ、あえて今までと違う方法を採らなければなら

ない、というプレッシャーに直面していないのです

から。そうですよね？

この問いに対する答えは、そのレポートの種類に依ります。例え

ば社内レポートであれば、次のようなケースがあるでしょう。

社内/社外向けのレポーティング
01

01

ほとんどの企業では、マネジメントレポーティング（社内報

告）は次のように行われます。まず、経理・財務部門が重要

な情報を吟味し、各階層のマネジメント層に定期的に情報を

提供します。新たに項目が追加されると、レポート作成作業の

負荷は増加します。しかし、一度報告された項目が削除され

ることはほとんどありません。その間、経理・財務部門では、レ

ポートが実際にどのように使用されたのか、あるいは、そもそも

使用されているのかどうかですら、ほとんど把握していないよう

に思われます。

ゆえに、マネジメントレポーティングの改善を検討する主な理由

の一つは、最適な経営判断の裏付けに活用できるレポーティ

ングの品質向上です。

一方、社外向けの財務報告は、マネジメントレポーティングと

は異なり、ほとんどの要件が証券取引所や規制当局の決定

に左右されるため、あまり融通が利きません。社外向けの財

務報告の改善とは、ほとんどの場合、正確性とガバナンスを

保ちつつ、効率化を促進させることを意味します。

いいニュースとしては、一連のデジタル技術を用いると、品質と

効率性の双方の面で恩恵を受けられるでしょう。

次ページ以降では、企業が、より速く、そして低コ

ストでより良い情報を得るために、どのようにデジ

タルツールを活用してレポーティングプロセスの改

善を行っているのかを見ていきます。

02

02

03

03

04

04

05

05

06

06

07

07

08

08



5

01

01

02

02

03

03

04

04

05

05

06

06

07

07

08

08

レポーティングという言葉を聞くと、バインダーいっぱいに綴じられ

た書類の束、図表、注釈や、会議室で幹部たちがスライドを

使いプレゼンテーションに打ち込んでいる場面を思い浮かべる

かもしれません。その背後にはいつも、情報をまとめるために何

週間もの時間を費やしている経理・財務部門のスタッフが大

勢います。このルーティーンは、何か月も続きます。

理想的な環境であれば、変化するビジネスニーズに合わせたレ

ポートが作成されるべきですが、このルーティーンではそうなること

はほとんどありません。

デロイトがグローバルの経理・財務領域のリーダー600人に対し

て、マネジメントレポーティングについての調査を行ったところ、次

のような事実が明らかになりました。調査対象となった企業で

は、レポートの作成と更新にかけた時間は48％だったのに対し、

事業部門とのコミュニケーションにかけた時間は18％でした。1

レポーティングの慣習

また、同調査では企業側の担当者自身も改善の余地がある

ことを把握していたことが明らかになりました。インタビュー対象

者の4分の3は、より効率的に、より速くインサイトを得る方法

として集中化を行っていました。ある企業では、集中化に注力

した結果、1,000件のレポートを、たった50件のダッシュボードに

置き換えることができました。

集中化するだけで、パフォーマンスをそれほど劇的に改善するこ

とができるのであれば、レポート作成に自動化や高度な分析

技術、機械学習のようなデジタルツールを加えるとどうなるので

しょうか。よりインサイトのあるレポートをより速く、より低コストで

作成することができるようになるのでしょうか。答えはそう、ほぼ

確実にできるようになるのです。

レポート作成に自動化や高度

な分析技術、機械学習のよ

うなデジタルツールを加えるとど

うなるのでしょうか

1. https://www2.deloitte.com/uk/en/pages/finance/articles/delivering-insightful-management-information.html
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経理・財務部門の時間の使い方

レポートの作成と更新 情報の分析と解釈 事業部門とのやり取りと
コミュニケーション

48%

3%

32%

27%

18%

69%

現在の対応時間 理想の対応時間

(n=613) 出所：デロイト アナリティクス
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経理・財務領域から離れて、ビジネス以外の領域で何が起

こっているのかを見てみましょう。そこでは、情報の共有方法に

ついて、すでに変化が起こっています。例えば、営業、マーケティ

ング、人事領域においては、人々がより効率的に情報を利用

し、より良い判断ができるよう、新技術が活用されています。そ

のデジタル化に大きく貢献しているのが、自動化、アルゴリズム、

そして人工知能（AI）です。

そして、良くも悪くも、経理・財務部門はもはや誰が、いつ、ど

のような業績情報にアクセスできるかを決める独占的な決定

権を持っていません。多くの場合、クラウド上にデータが公開さ

れると、あらゆるステークホルダーがそのデータにアクセスできるよ

うになります。

とは言うものの、リアルタイムでインサイトを提供できる力を持

ち、かつ完全に自動化されたダイナミックなレポーティング手法

を新たに考え出すことができた大企業はまだ見たことがありま

せん。

変化の兆候

CFOの中には、最終的にはレポーティングがどのように機能する

のかを理解し始めている人がいるのも確かです。彼らは、“レ

ポーティング”というパズルのさまざまなピースを使って、新しいこと

を試し始めてさえいます。しかしながら、そのパズルを完成した

人はいません。

それでは、何が起こっているのでしょうか。

今日、企業では特定分野の向上をサポートするために、従来

のレポーティングプロセスに対して部分的に施策を適用していま

す。例えば、スマートデバイスやスマートアシスタントが業績に関

する一般的な質問に答えられるように、チャットボットを用意し

ている企業もあります。また、基本的な経理・財務情報に関

する分析トを、人間を介さず作成するために、AI（すなわち自

然言語生成）を使用している企業もあります。さらに、月次よ

り短いサイクルでの締め処理により、リアルタイムで情報参照

が可能となっている企業もあります。

これらのことは、絵に描いた餅でありません。すべて可能なこと

であり、現実になり始めています。

しかし、異なる種類の新技術をレポーティングプロセス全体にお

いて組み合わせることは、未だに実現できていません。この課

題が解決されたとき（今後そうなることでしょう）、社外向け

の財務報告および社内向けのマネジメントレポーティングは知

性に溢れ、かつ双方向的、そしてリアルタイムなものになり得る

のです。
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レポーティングが進化する理由

コスト

レポーティングが進化するにつれ、企業の

経費削減は現実的かつ持続可能なもの

になります。企業は人件費を大幅に削減

し、はるかに効率的なレポート配信が可

能になるでしょう。

価値

レポーティング技術が進歩することによる価

値創造の可能性はさらに有望なものと

なっています。経理・財務部門は本来、事

業部門がインサイトを発揮できるようサポー

トを行わなければなりません。経理・財務

部門のスタッフが、書類の処理、システム

間のデータ調整、または大量のバインダーの

作成に追われていては、その本来の目的

は達成できません。

顧客の需要

経理・財務部門がサポートしたリーダーのうち

何人が、彼らの意思決定に経理・財務部門

が重大で確実な影響を与えてきたと堂々と

言うでしょうか。今は、そのようなリーダーを見つ

けるのは難しいですが、将来はその可能性は

大きくなるでしょう。
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デジタルドライバー

チャットボット

バーチャルアシスタントにより、

ユーザーは音声またはテキストで

の質問を使用して、データのやり

取りや直接会話ができます。

可視化

今ではよく知られている可視化

ツールを使用すると、データを動

的に表示したり操作したりでき

るため、データが

意味することの理解がより

簡単になります。

AI

関連のテクノロジーとしては、

機械学習の他に、読み書き

できる自然言語ツールも含ま

れます。

予測アナリティクス

この統計手法では、アルゴリズ

ムを使用して将来を考慮したア

ナリティクス、特に定型的な財

務予測が実行可能です。

RPA

ロボティック・プロセス・オートメー

ション（RPA）ソフトウェアは、

定型業務を自動化することで、

企業がデータ操作に費やす時間

を短縮します。

企業のレポーティング方法の変革をサポートするために、いくつかのデジタル技術が準備されています。

これらすべての新技術が採用される兆候はすでに表れています。
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未来にまで話を進めましょう。5年後のレポーティングはどうなっているのでしょうか。

リーディングカンパニーの5年後の現場の様子を具体的に見てみましょう。

ひとつ確実に言えることは、レポーティングに関連する仕事の性質が変わるというこ

とです。今日のような経理・財務のレポーティングにおける骨の折れる仕事は、将来

はおそらく存在しないでしょう。レポートを作成するのではなく、インサイトを生み出す

ことが求められます。経理・財務部門で求められる人材モデルは変化し、経理・財

務のバックグラウンドを持つビジネスマン、データサイエンティスト、ストーリーテラーが含

まれるようになり、全員が共同で経理・財務部門の能力を高め、企業の戦略をサ

ポートします。

レポーティングの未来

また、将来のレポーティング方法を変える重要な特性が3つあります。レポーティング

は、“インテリジェント”で、“インタラクティブ”、そして”リアルタイム”なものになるでしょ

う。

今日の経理・財務のレポーティングのような骨の折れる仕事は、将来はおそらく存在しないでしょう。

人々は、レポートを作成するのではなく、インサイトを生み出すことが求められます。
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レポーティングはインテリジェントになります

機械学習、チャットボット、自然言語ツールなどのAIは、今後のレポーティングに

おいて重要な要素となるでしょう

これらの新技術の中には、ユーザーが望むものを知ることによって、顧客満足度を

向上させるものがあります。また、単調で大変なレポーティング作業の一部を代

わりに実施するものもあります。レポートの作成（少なくともドラフト）に人間が

関わることはなくなるでしょう。

また、インテリジェントなレポーティングはより活用しやすくなります。予測の未来を

形作るツール（予測分析とアルゴリズム）が、レポートの質と価値を高めること

になるでしょう。インサイトに対する期待は高まるばかりです。

ある企業では、不動産のロケーション戦略を改善するために機械学習とアナリ

ティクスを利用しています。このプロセスから偏りを削除するため、同社は分析モ

デルを構築し、任意で選択したロケーションの収益と潜在的な店舗数の両方を

見積可能としました。新しくデータが入力されるたびに、そのモデルは機械学習に

よって改良されていきます。現在、同社はいつでも潜在的に収益が高い国際都

市の最新リストを作成することができます。また、時間と共に、さまざまな要因が

これらの収益予測にどのように影響を与えるかについても理解を深めています。

ロケーション戦略
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レポーティングはインタラクティブになります

将来のレポーティングにおける大きな変革の一つは、読み手が報告された情報に

どのように関わるかという点です。経理・財務部門の顧客である社員は、紙面

上の固定化されたデータを使うのではなく、タブレットと電話を使って自身のペー

スで、また自身が好む方法で情報を取捨選択するでしょう。

レポーティングのツール自体もインタラクティブになります。もし中国での詳細な業

績に関する最新情報が必要な場合は、自身で携帯情報端末等から情報を入

手することができます。また南米での顧客離れについて確認したい場合は、数回

のクリックでその情報を入手できます。チャットボットがデータベースに問い合わせ

て情報をオンデマンドで入手することで、究極的なセルフサービスを実現します。

このようなことが発生している中で、従来のレポーティングのために整備されていた

インフラの多くは使われなくなり、コピーやバインダーは時代遅れの遺産となるで

しょう。社員は自身のインタラクティブなダッシュボードを持つことが普通になります。

ほとんどの人がすでに、オンラインでチャットボットと会話したことがあります。ウェブ

サイトでチャットボット機能をクリックしたことがあれば、第一段階のサポート作業

はチャットボットが実行した可能性が高いでしょう。また、社内でチャットボットを

使用してコストを削減すると共に、従業員がセルフサービスでより多くのことを行

えるようにしています。

• HRチャットボットにより、従業員は休暇の予定を立てたり、福利厚生に関し

てよくある質問に対する回答を得たりすることができます。

• 経費チャットボットにより、従業員に経費規程に関してよくある質問に

対する回答を得ることができます。

• 経理・財務チャットボットについては整備中です。経理・財務チャットボットが、

会計基準や税法、または取引、オペレーション、企業業績の詳細に関するよ

くある質問に回答する姿を見られる日もそう遠くないでしょう。

ご用件は何でしょうか
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レポーティングはリアルタイムになります

レポーティングプロセスのすべてが自動化および合理化されれば、リアルタイムのレ

ポーティングが可能になります。現在、それを現実のものにする際に、データ品質

と待ち時間の発生（すなわち、タイムリーではないこと）が大きな障壁になって

います。幸いにも、近い未来ではレポーティングの活用を望む企業にとって、リア

ルタイムは非常に期待できるものになっています。

自動化はデータ作成作業を簡素化し、合理化するのに役立ちます。その理由

は、レポーティングに使用されるデータが、もはや手動ではなく、ソフトウェアによっ

て準備されているからです。そして多くの場合、取引が発生すると自動的にデー

タ処理が行われるため、アナリストはデータに隠されている、または埋もれている

要素に集中することができます。さらに、照合作業に費やす時間はほとんど必要

ありません。組織全体で単一クラウドベースのデータソースを提供することで、すべ

ての事業部門が同一の信頼できるデータを活用することになります。

急速に変化するテクノロジー企業にとって、従来のレポーティングプロセスでは、業

界の変化のスピードに追い付いていませんでした。リーダー達は効果的な意思決

定を下すため、経理・財務と業績に関する情報をリアルタイムで必要としていま

した。これは、月に一度の月末締め処理から、より短サイクルの締め処理にシフ

トすることが必要でした。CFOは、リアルタイムのレポーティングの価値を理解して

いましたが、技術以外の課題もあることを認識していました。このシフトはトップダ

ウンで行われましたが、作業は現場レベルから始まりました。事業部門および経

理・財務のリーダー達は、ダッシュボードがどのように機能するのかについて、現実

とあるべき姿の両方で理解することに取り組みました。その結果、正確なリアル

タイムの経理・財務情報を組織全体に提供する、合理化されたレポーティングプ

ロセスが完成しました。

リアルタイムの現実性
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現在のレポーティング

05

05
聞き覚えがある話だなあ。そのデータは、いつ入手できるのかわかりますか。

知っているとは思いますが、CEOはヨーロッパに関する最新情報が欲しいと言っています。

おそらく一週間で完了すると思います。部内のほとんどのシニアアナリストがその作

業に注力しています。時間に余裕はないのですが、我々が持っている情報が正しいことを

確認したいと思います。

進捗があったら教えてください。実際にプレゼンテーションを行う前に、その情報をレ

ビューしたいと思います。

皆でベストを尽くします。

あなた

来週の経営会議に向けて準備は順調ですか。

CFO

CFO

CFO

あなた

あなた

あまり順調ではありません。ヨーロッパから適切な数字を取得するのに手間取っています。

ドイツのR&DセンターでRadiusプロジェクトが1ヶ月以内に開始になることは

わかっているのですが、データが整理されておらず、

予算と合わないところがどこかわかりそうにありません。
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将来のレポーティング

06

06

現在までの実際の支出は720万ドルで、トラッキングでは予算を30万ドル下

回っています。その原因は、コンピュータとネットワーク機器の支出が予算より

少なかったためです。

アルフレッド、Radiusプロジェクトにおける18年度のコンピュータとネットワーク機器の

予算を、同期間のJaguarプロジェクトと比較して教えて。

こちらがご依頼のチャートになります。今後の参考のために、PDFファ

イルも電子メールで送信しました。

アルフレッドは我が経理・財務部門で生まれたものの中でも最もクールな

ものだよ！アルフレッドを立ち上げて稼働させたのは成功だった。今、我々が

話をしていたヨーロッパの予実対比の詳細情報をCEOに送ってもらえるかな。

5分以内にお送りします。

アルフレッド

アルフレッド、Radiusプロジェクトにおける18年度の現在までの支出額はどれくらいになる？

あなた

CFO

CFO

あなた

アルフレッドは高度な分析エンジンと

ERPシステムに繋がったチャットボット

です

アルフレッド
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レポーティングプロセスは、変革不可能であるかのように思われることがあります。変革には時間が

かかります。また、役員、取締役会、社外投資家の全員が利害関係にあるため、レポーティングプ

ロセスの変革に向けたあらゆる取り組みに抵抗を感じることがあるかもしれません。新しい取り組

みの優位性と信頼性を証明できるようになるまでに、おそらくそれほど長い時間はかからないでしょ

う。そのため、近いうちに、レポーティングの変革をほぼ確実に経験することになるでしょう。早めの

準備と調査が重要です。

今後に向けて
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正しく理解する

07

07

人への対応について

話すのではなく、見せてください

レポーティングの新しいアプローチがこれまでとはど

のように異なり、良くなっているかについて、何時

間もかけて話すことはできますが、その違いが実

際の生活ではどのような効果を生むか、1、2分

で示すことが可能です。プロトタイプをいくつか試

してみてください。

大げさな約束はしないでください

魅力的な新技術の登場には夢中になりや

すいものですが、多くの場合、それは間違っ

た行動です。あまり期待せずに、顧客に嬉し

いサプライズを味わってもらったほうが良いの

です。

関係者を安心させてください

自動化やコグニティブテクノロジーへの移行は、

「古風な方法」で仕事をしている人々にとって

は脅威になる可能性があります。この変化に

順応する人、そしてこの変化の先を行く人には、

確実に、より重要な役割が待っていると関係

者に認識させてください。

新技術について

データを整理しましょう

経理・財務やその他社内のデータの管理に

は、構造化・非構造化データを活用できる

ように変革可能なデータプラットフォームの設

計が含まれます。データが整理されていなけ

れば、今回説明したレポーティング機会の一

部は不可能なものとなります。

少しずつ進めましょう

スコープを広げて検討する前に、特定のセグ

メントまたは部門に施策を適用することに焦

点を当てます。支持者を増やしていくために、

影響度が大きいユースケースを探します。多

くの企業にとって、最初は売上日報から始

めることが適切です。試行導入には、さまざ

まな可能性を持つメンバーを含めるようにし

てください。最終的に新技術を使用する人

の間で、完全に高度化されたものが行きわ

たるようにします。

顧客、特にユーザーエクスペリエンスに焦点

を当ててください

変革の早い段階で、「what-if（もし～なら）」

の質問について主要な関係者と共に検討して

ください。レポートがより直観的で、より視覚的

で、そしてより先を見越したものにするためには、

情報の利用方法をどのように変化させていく必

要があるか尋ねてください。フィードバックを生成

するためにフォーマルかつインフォーマルな方法を

取り入れてください。ユーザーペルソナ（価値観

等のパーソナリティーを持った架空の人物像）を

作成し、実際の行動を観察してください。

ひと息つきましょう

企業が「レポーティングのプロセスを作り直

す」というプロセスはもどかしいものです。

何かを試し、改善し、そして新しいことを

試すというプロセスに慣れましょう。

01

01

02

02

03

03

04

04

05

05

06

06

08

08



18

01

01

02

02

03

03

04

04

05

05

06

06

07

07

08

08

過去のレポーティングでは、データを収集し、レポートを構成し、配布するという、レポート自体を作成

するために必要とされるステップが特徴でしたが、それは変化しています。デジタルの世界では、ダッ

シュボードとデジタル技術がレポーティングの多くの作業を担うため、人間はより付加価値のある仕

事に時間を使えます。

そのうちのいくつかは、CFOであるあなたが自社の優秀な人材に取り組んで欲

しいと思っているものです。ビジネスにインサイトをもたらすこと。さまざまな顧客に

とって、どのような情報が重要であるのか、効果的なストーリーを構築すること。

自社におけるデータの品質と正確性を確保すること。

これらは重要なことですので、覚えておいてください。新技術の余計な機能に夢

中にならないようにしてください。

レポーティングとは、これまでも今でも、技術の問題ではなく、情報を理解し、より

効果的な判断が可能となるよう支援することです。新しいツールは、レポーティン

グプロセスから退屈で反復的な作業の一部を取り除いてくれるかもしれません

が、人間の知性には不可欠な役割があります。関係者がそのことを確実に認

識してくれるようにしましょう。

最後に
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